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数学 因数分解の公式

因数分解の公式

多項式

式の因数分解をするときは、展開の公式を逆に見た因数分解の公式
を使って因数分解することができる。

公式１　x2＋（a＋b）x＋ab＝（x＋a）（x＋b）
公式２　x2＋2ax＋a2＝（x＋a）2

公式３　x2－2ax＋a2＝（x－a）2

公式４　x2－a2＝（x＋a）（x－a）

因数分解の公式

x2＋（a＋b）x＋ab＝（x＋a）（x＋b）
公式１を使って因数分解するときは、積がab、和がa＋b、となる
整数aとbの組を見つける。
　例） x2＋8x＋12 では、積が12、和が8となる整数aとbの組は、
　6と2なので、 x2＋8x＋12＝（x＋6）（x＋2）と因数分解できる。

公式１を使った因数分解

x2－a2＝（x＋a）（x－a）
公式４を使って因数分解するときは、定数項がaの2乗、
となるaを見つける。
　例） x2－9 では、9は3の2乗となるので
　x2－9＝（x＋3）（x－3）と因数分解できる。

公式４を使った因数分解

x2＋2ax＋a2＝（x＋a）2

x2－2ax＋a2＝（x－a）2

公式２、３を使って因数分解するときは、定数項がaの2乗、
xの係数がaの2倍、となるaを見つける。
　例） x2－12x＋36 では、36は6の2乗、12は6の2倍となるので
　x2－12x＋36＝（x－6）2と因数分解できる。

公式２、３を使った因数分解


